
銀行における

意思決定支援システム

(会話型情報検索表示システム)

鈍行のコンピュータ･システムは,

その対象業三珠により,(1)窓l+業務処坤

オンライン･システム,(2)他行接続ネ

ットワーク･システム,(3)幣押.汁匝i業

務文枝システム,グ)‾∴つに分けノブれる()

穀近では,コンピュータ･システム

建設の黍∴■J二は前記の(1)かごっ(3)に棺りつ

つある｡

ここでは､その中で銀行管月と老の管

理計匝j業務を立托する枯木システムと

して,会話型付i報検索表ホシステム

CIRD(ConversationalInformation

Retrieval& Display System)を糸円

介する｡

本システムは,管J型.汁一句一郎で他用す

る業績計数,目標値や各椎属什帖報を

もとにLたデ"タベース･システムと,

コンピュータ機器に侠lする某‖識の乏L

い管月1計匝i業務の‡l】_当省が簡単に利川

できるH-9415ディスプレイ端末を糾い

た会話型仙報表ホシステムから構成さ

れている｡

また本システムでは,情報提供方式

(データ加二L規則,編集形式など)をメ

ニュー項目と してあらかじめ登会読して

おき,利用者がこの項目の選択,使用デ

ータの指完三をCRTカ''イデンスに従って

入ブJするだけで,什意の情報をリアル

タイムに画面山プJする｢メニュー‾方式+

を恭調としている｡

本システムには,次の了r_つの機能が

ある｡

(1)管理計画支援情報の提供

(a)科日間の業績比較,(b)時系列業績

比較,(c)部P明り業績(又は官業爪別業

績)の比較,(d)予測などを,

構成比グラフ,スキャッタ

型表など見やすいフォーマ

棒グラフ,

リ ング,田

ソトに制集

HけJする｡

(2)デ【夕べース管理

汎用データベース･マネジメ ント･

システムPD M(Practical Data

Manager)を用いて,オンラインによ

るデータ検索及びバッチ処理によるデ

ータ更新ができる｡

意薯董

(3)機密保.穫

機密保.獲プライオりティの設立で,

(a)システムの利用可否,(b)データ単位

の参照可否を操作者ごとにチェックで

きる｡

(4)会訪誘導

棟作前に,計算機システムに対する

知識かなくても,CRTディスフレイか

らの官ノf間に答えていけば,必要とする

帖報を伸j血表ホできる｡

(5) システム管押者川機能

如に,システム述別紙引･(利用垂川り

分析),端末利川状態表ホ,サービス終

了‡拝fi了才一㌢一言t｢など,システム管理者用の

機能を設けてある｡
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(6)袖且州勺機能:

またシステムの利別を簡便にするた

め,(a)システム推作ガイダンス,(b)ガイ

ダンス帖報の画面間転送,､(c)会話の後も

どり,省略,(d)ページング処理,(e)デー

タの単付二日垂畑山架などを実現Lている｡

なお,本システムでは,各銀行独r'l

でデータカ‖+二の高性化か【¥1れるように

なっており,本システムのヰ人によっ

て,/卜後,背理.汁Fll】i某麟の節ブパヒ,ヱト

確化,迅速化,及び精糸致化の効果は大

きく,データベースの拡充及び適用業

務の拡鮎が期待されている｡
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